
「TSUCHIYA株式会社」の新技術開発拠点。建屋は、鉄骨を岐阜県産の杉丸太を加工した柱とダブルスキンファサードが印象的な外観。木材のぬくもりと先端技術が融合した建築により、熱環境低負荷化を実現している。

水まわりの特長
建物の特徴
“地球的な視野で、お客様と社会発展に貢献する”を企業理念に掲げる「TSUCHIYA株式会社」は、1845（弘化2）年、岐阜県大垣市に創業した歴史ある総合建設業。現在は、国内はもとより、海外、航空、環境の4つを事業の柱とし、グローバルに事業推進をしている。このたび「Technical Innovation Center」を、新技術開発の研究拠点として建設。人工知能を（AI）を活用した建築現場の遠隔監視システムの構築、AI・ロボット工学を活用した重機自動施工の新技術開発、構造計算の補助ツール開発を柱に、さまざまな社会問題に技術で応える発信基地としている。建物は、木のぬくもりと先端技術を融合。太陽光発電や地下水利用、高効率設備の導入により省エネと創エネを両立し、ZEB認証を取得している。

トイレの特長
各階1ヶ所にトイレを配置。機能性・快適性を両立させた器具を選定した。特に、施設のテーマである新技術開発というコンセプトと従業員の健康配慮の視点から、2・3F男女別トイレの各1ヶ所ずつに、便スキャンセンサーを搭載したウォシュレット一体形便器 ネオレストAS-Wを採用。さらに、サーカディアン（概日）リズムに基づく照明など、人にやさしい環境整備を最新の技術でサポートしている。また、本施設は、災害時の指定避難場所として大垣市と提携。地域住民が避難できる場所として、さまざまな身体状況の方はもちろん乳幼児連れの利用者も想定し、1Fに授乳室、2・3Fのバリアフリートイレにはベビーチェア、ベビーシートを設置。平時から災害時まで、きめ細やかに配慮された設備が完備されている。

災害時に地域住民の避難所となるため、乳幼児連れに配慮し、1Fに授乳室を整備。2・3Fトイレは同じレイアウトだが、バリアフリートイレと広めのトイレの異なる設備とし、幅広い利用者への対応できるようにしている。

建築概要
名称	 Technical Innovation Center
所在地	 岐阜県大垣市内原1-191
施主・設計	 TSUCHIYA 株式会社
設計監修	 隈研吾建築都市設計事務所
施工	 TSUCHIYA 株式会社
竣工年月	 2025年10月
敷地面積	 1,884㎡
建築面積	 617㎡
延床面積	 1,338㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部木造・地上3階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストAS-W：CES9930
パブリック向け ウォシュレット一体形便器：CES9251M
棚付二連紙巻器：YH650／自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：L502
壁掛ハイバック洗面器：LSA125CC／台付自動水栓：TLE25SS1A
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L2A1ADD2WA
ベビーチェア：YKA15S／ベビーシート：YKA25N／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T114CL9R、T114HK7R

もう1ヶ所のブースには、トイレで社員の健康管理をサポートできるように配慮して、便スキャン機能が搭載されたウォシュレット一体形便器ネオレストAS-Wを採用。1つの便器で、6人まで利用者登録が可能となっている。白を基調とした清潔感のあるトイレ空間。2ヶ所の大便器ブースのうち1ヶ所には、ローシルエットのパブリック向けウォシュレット一体形便器を選定している。衛生性に配慮して、非接触で手洗いができる自動水栓を採用。洗面カウンター横には、風の吹き返しや水滴の飛散を抑制する吸引式のクリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置している。

1Fエントランスには、設計監修を担当した建築家隈研吾氏がデザインしたチェアを設置。和室の応接室や集成材の梁が特徴的なワークスペースなど、木材の温かみが感じられる内装となっている。

車いす使用者のほか、ベビーカーのまま入れるよう、広めのスペースが確保されたトイレ。ブース内には、ベビーシートやベビーチェア、フィッティングボードも設置されており、乳幼児連れにも配慮している。オストメイト配慮設備などを完備したバリアフリートイレ。災害発生時には、避難所として地域開放されることを想定し、さまざまな身体状況の方に対応できるように配慮している。清掃性のよい壁掛型の自動洗浄小便器を採用。維持管理のしやすさを評価して、小便器の足元には、防汚・防臭効果のある光触媒加工が施された、ハイドロセラ・フロアPUを選定している。

トイレのサインも設計事務所がデザイン。女性トイレは、セキュリティ対策として、入口扉の横にセンサーが設置され、そこにカードをかざすと開錠され入室できる仕様となっている。
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2F トイレ入口 トイレのサインも設計事務所がデザイ
ン。女性トイレは、セキュリティ対策とし
て、入口扉の横にセンサーが設置さ
れ、そこにカードをかざすと開錠され
入室できる仕様となっている。

2F 男性トイレ 清掃性のよい壁掛型の自動洗浄小
便器を採用。維持管理のしやすさを
評価して、小便器の足元には、防汚・
防臭効果のある光触媒加工が施され
た、ハイドロセラ・フロアPUを選定して
いる。

2F バリアフリートイレ オストメイト配慮設備などを完備したバ
リアフリートイレ。災害発生時には、避
難所として地域開放されることを想定
し、さまざまな身体状況の方に対応で
きるように配慮している。

3F 広めのトイレ 車いす使用者のほか、ベビーカーの
まま入れるよう、広めのスペースが確
保されたトイレ。ブース内には、ベビー
シートやベビーチェア、フィッティング
ボードも設置されており、乳幼児連れ
にも配慮している。

内観 1Fエントランスには、設計監修を担当
した建築家隈研吾氏がデザインした
チェアを設置。和室の応接室や集成
材の梁が特徴的なワークスペースな
ど、木材の温かみが感じられる内装と
なっている。

2F 女性トイレ 
洗面コーナー

衛生性に配慮して、非接触で手洗い
ができる自動水栓を採用。洗面カウン
ター横には、風の吹き返しや水滴の
飛散を抑制する吸引式のクリーンドライ

（ハンドドライヤー）を設置している。

2F 女性トイレ 
大便器ブース

白を基調とした清潔感のあるトイレ空
間。2ヶ所の大便器ブースのうち1ヶ所
には、ローシルエットのパブリック向け
ウォシュレット一体形便器を選定して
いる。

2F 女性トイレ 
大便器ブース

もう1ヶ所のブースには、トイレで社員
の健康管理をサポートできるように配
慮して、便スキャン機能が搭載され
たウォシュレット一体形便器ネオレスト
AS-Wを採用。1つの便器で、6人まで
利用者登録が可能となっている。

建築概要
名称	 Technical Innovation Center
所在地	 岐阜県大垣市内原1-191
施主・設計	 TSUCHIYA 株式会社
設計監修	 隈研吾建築都市設計事務所
施工	 TSUCHIYA 株式会社
竣工年月	 2025年10月
敷地面積	 1,884㎡
建築面積	 617㎡
延床面積	 1,338㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部木造・地上3階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストAS-W：CES9930
パブリック向け ウォシュレット一体形便器：CES9251M
棚付二連紙巻器：YH650／自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：L502
壁掛ハイバック洗面器：LSA125CC／台付自動水栓：TLE25SS1A
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L2A1ADD2WA
ベビーチェア：YKA15S／ベビーシート：YKA25N／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T114CL9R、T114HK7R

トイレ図面
災害時に地域住民の避難所となるため、乳幼児連れに配慮し、1Fに授乳室を整
備。2・3Fトイレは同じレイアウトだが、バリアフリートイレと広めのトイレの異なる設備と
し、幅広い利用者への対応できるようにしている。

水まわりの特長
建物の特徴
“地球的な視野で、お客様と社会発展に貢献する”を企業理念に掲げる

「TSUCHIYA株式会社」は、1845（弘化2）年、岐阜県大垣市に創業した歴史
ある総合建設業。現在は、国内はもとより、海外、航空、環境の4つを事業の柱とし、
グローバルに事業推進をしている。このたび「Technical Innovation Center」
を、新技術開発の研究拠点として建設。人工知能を（AI）を活用した建築現場の
遠隔監視システムの構築、AI・ロボット工学を活用した重機自動施工の新技術開
発、構造計算の補助ツール開発を柱に、さまざまな社会問題に技術で応える発信
基地としている。建物は、木のぬくもりと先端技術を融合。太陽光発電や地下水利
用、高効率設備の導入により省エネと創エネを両立し、ZEB認証を取得している。

トイレの特長
各階1ヶ所にトイレを配置。機能性・快適性を両立させた器具を選定した。特に、施
設のテーマである新技術開発というコンセプトと従業員の健康配慮の視点から、
2・3F男女別トイレの各1ヶ所ずつに、便スキャンセンサーを搭載したウォシュレット一
体形便器 ネオレストAS-Wを採用。さらに、サーカディアン（概日）リズムに基づく照
明など、人にやさしい環境整備を最新の技術でサポートしている。また、本施設は、
災害時の指定避難場所として大垣市と提携。地域住民が避難できる場所として、
さまざまな身体状況の方はもちろん乳幼児連れの利用者も想定し、1Fに授乳室、
2・3Fのバリアフリートイレにはベビーチェア、ベビーシートを設置。平時から災害時
まで、きめ細やかに配慮された設備が完備されている。

外観 「TSUCHIYA株式会社」の新技術
開発拠点。建屋は、鉄骨を岐阜県産
の杉丸太を加工した柱とダブルスキン
ファサードが印象的な外観。木材のぬ
くもりと先端技術が融合した建築によ
り、熱環境低負荷化を実現している。
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